
技術分野／ ナノテクノロジー   

（テーマ名） 省エネ型高伝導性有機／無機ナノ複合材料の開発 

 

（シーズ概要） 

2 つ以上の異なる材料を組み合わせて、それぞれの材料

が持っていなかった特性を示す人工材料を複合材料と呼び

ます。このような複合材料の中でもナノ・サイズの超微粒

子を含む「ナノ複合材料」は諸特性が飛躍的に向上するこ

とが知られています。現在、非導電性ナノ複合材料はすで

に実用化の段階にありますが、高伝導性ナノ複合材料の開

発は非常に遅れています。そこで、高伝導性低次元物質の

ナノ粒子を含む以下のような研究を行っています。 

① 金属並みに高い導電性を示す層状遷移金属ダイカルコ

ゲナイドの層間に有機高分子をインターカレーション

（化学挿入）し、無機と有機の混成体・ナノ複合材料

を合成します。 

② 電気を流さない層状粘土鉱物の層間を 2 次元ナノ反応場として利用して導電性高分子をその

場重合することにより、高伝導性ナノ複合材料を合成します。 

（研究成果の産業への展開例） 

このような高伝導性ナノ複合材料は加工が容易なことから、エネルギー応用の観点から工業的

関心が高まりつつあります。 
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